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ロボ・ジャパン 
（円投資型）/（米ドル投資型） 

運用報告書(全体版) 
 

第13期（決算日2022年９月26日） 
 

作成対象期間（2022年３月24日～2022年９月26日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
 円投資型 米ドル投資型 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2016年４月１日から2026年３月23日までです。 

運 用 方 針 

ロボ・ジャパン マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、主としてわが国の株式に実質
的に投資し、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行なうことを基本とします。 
銘柄の選定にあたっては、わが国の株式の中から、産業用・サービス用等のロボットの製造、あるいは部品やソフトウェア等の関連技
術に携わり今後の活躍が期待できる企業、また、ロボットおよび関連技術を活用することでビジネスの拡大・効率化が期待できる企業
に着目します。 

－ 
円建て資産について、選択権付き為替予約取引等の外国為替に関する
デリバティブ取引を活用し、米ドルへの投資効果を追求します。なお、
外国為替予約取引等を活用する場合があります。 

主な投資対象 
マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、株式
等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド受益証券を主要投資対象とし、選択権付き為替予約取
引等の外国為替に関するデリバティブ取引を主要取引対象とします。
また、株価指数先物取引および外国為替予約取引等を活用する場合、
短期有価証券ならびに短期金融商品等に投資する場合があります。な
お、株式等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド わが国の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 
ロボ・ジャパン 

（円投資型）/（米ドル投資型） 
株式への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 株式への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、配当等収益等の水準および
基準価額水準等を勘案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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－ 1 － 

ロボ・ジャパン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

９期(2020年９月23日) 14,757 240 43.6 98.2 － 9,909 

10期(2021年３月23日) 17,662 410 22.5 98.9 － 9,704 

11期(2021年９月24日) 19,569 530 13.8 98.8 － 10,110 

12期(2022年３月23日) 16,974 280 △11.8 97.7 － 8,455 

13期(2022年９月26日) 14,774 310 △11.1 98.3 － 7,171 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは特定の指数等を念頭に置いた運用を行なっていないため、ベンチマーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2022年３月23日 16,974 － 97.7 － 

３月末 17,026 0.3 97.3 － 

４月末 16,071 △ 5.3 98.2 － 

５月末 16,059 △ 5.4 98.4 － 

６月末 15,166 △10.7 97.7 － 

７月末 15,668 △ 7.7 97.4 － 

８月末 16,243 △ 4.3 98.4 － 

(期  末)     

2022年９月26日 15,084 △11.1 98.3 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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－ 2 － 

ロボ・ジャパン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

９期(2020年９月23日) 14,390 230 36.8 93.0 5.2 2,983 

10期(2021年３月23日) 17,793 420 26.6 93.3 5.3 2,896 

11期(2021年９月24日) 19,913 540 14.9 93.6 4.8 3,024 

12期(2022年３月23日) 18,971 350 △ 3.0 89.2 8.2 2,866 

13期(2022年９月26日) 19,666 580 6.7 92.9 5.4 2,737 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは特定の指数等を念頭に置いた運用を行なっていないため、ベンチマーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2022年３月23日 18,971 － 89.2 8.2 

３月末 19,161 1.0 88.8 8.1 

４月末 19,327 1.9 88.0 8.9 

５月末 19,025 0.3 90.9 6.1 

６月末 19,224 1.3 87.6 8.6 

７月末 19,400 2.3 92.1 5.1 

８月末 20,930 10.3 89.0 9.2 

(期  末)     

2022年９月26日 20,246 6.7 92.9 5.4 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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－ 3 － 

ロボ・ジャパン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2022年３月23日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は11.1％の下落 

基準価額は期首16,974円から期末15,084円（分配金込み）に1,890円の値下がりとなりました。 

 

①の局面（期首～６月上旬） 

（下落） 中国において上海のロックダウン（都市封鎖）が継続され、サプライチェーン（供給

網）の混乱の長期化による世界経済の落ち込みへの懸念が強まったこと。 

（上昇） 中国において上海のロックダウンの段階的な解除方針が示され、供給制約の解消への

期待が高まったこと。 
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－ 4 － 

ロボ・ジャパン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

②の局面（６月上旬～期末） 

（下落） 米国の高インフレの継続を背景に、FRB（米連邦準備制度理事会）による積極的な利

上げが継続するとの見方が広まったこと。 

（上昇） 参議院選挙での自民党大勝により景気対策への期待が高まったことや、米国の長期金

利上昇が一服し、その後低下したこと。 

（上昇） 米国のCPI（消費者物価指数）が市場予想を下回ったことから、FRBの積極的な利上げ

姿勢が和らぐとの見方が広まったこと。 

（下落） FRBが米国の高インフレの抑制に向けて2023年も利上げを継続する見通しを示した

こと。 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは特定の指数等を念頭に置いた

運用を行なっていないため、ベンチマーク等は

ありません。 

グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額

騰落率です。 
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－ 5 － 

ロボ・ジャパン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型＞ 

◎分配金 

（１） 収益分配金は、配当等収益や有価証券売買等損益を原資に、基準価額の水準などを勘案

して１万口当たり310円とさせていただきました。 

（２） 留保益の運用につきましては、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第13期 

2022年３月24日～ 
2022年９月26日 

当期分配金 310  

(対基準価額比率) 2.055％ 

 当期の収益 19  

 当期の収益以外 290  

翌期繰越分配対象額 7,770  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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－ 6 － 

ロボ・ジャパン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2022年３月23日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は6.7％の上昇 

基準価額は期首18,971円から期末20,246円（分配金込み）に1,275円の値上がりとなりました。 

 

①の局面（期首～６月上旬） 

（下落） 中国において上海のロックダウン（都市封鎖）が継続され、サプライチェーン（供給

網）の混乱の長期化による世界経済の落ち込みへの懸念が強まったこと。 

（上昇） 中国において上海のロックダウンの段階的な解除方針が示され、供給制約の解消への

期待が高まったこと。 
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－ 7 － 

ロボ・ジャパン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

②の局面（６月上旬～期末） 

（下落） 米国の高インフレの継続を背景に、FRB（米連邦準備制度理事会）による積極的な利

上げが継続するとの見方が広まったこと。 

（上昇） 参議院選挙での自民党大勝により景気対策への期待が高まったことや、米国の長期金

利上昇が一服し、その後低下したこと。 

（上昇） 米国のCPI（消費者物価指数）が市場予想を下回ったことから、FRBの積極的な利上げ

姿勢が和らぐとの見方が広まったこと。 

（下落） FRBが米国の高インフレの抑制に向けて2023年も利上げを継続する見通しを示した

こと。 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは特定の指数等を念頭に置いた

運用を行なっていないため、ベンチマーク等は

ありません。 

グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額

騰落率です。 
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－ 8 － 

ロボ・ジャパン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

◎分配金 

（１） 収益分配金は、配当等収益や有価証券売買等損益を原資に、基準価額の水準などを勘案

して１万口当たり580円とさせていただきました。 

（２） 留保益の運用につきましては、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第13期 

2022年３月24日～ 
2022年９月26日 

当期分配金 580  

(対基準価額比率) 2.865％ 

 当期の収益 580  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 9,666  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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－ 9 － 

ロボ・ジャパン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜円投資型/米ドル投資型＞ 

○投資環境 

期首から期末にかけて、国内株式市場は下落しました。中国における上海のロックダウンを

受けたサプライチェーンの混乱の長期化による世界経済の落ち込みへの懸念が強まったこと

や、米国の高インフレの継続を背景にFRBによる積極的な利上げが継続するとの見方が広まっ

たことなどから下落しました。７月以降は参議院選挙での自民党大勝により景気対策への期待

が高まったことや米国の長期金利上昇が一服したことに加え、FRBの積極的な利上げ姿勢が和

らぐとの見方が広まったことなどから上昇に転じました。しかし９月に入ると、FRBが米国の

高インフレの抑制に向けて2023年も利上げを継続する見通しを示したことなどから、再び下落

しました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［ロボ・ジャパン（円投資型）］ 

基本方針として、当ファンドは［ロボ・ジャパン マザーファンド］を高位に組み入れます。

期末の実質株式組入比率は98.3％としました。 

 

［ロボ・ジャパン（米ドル投資型）］ 

（１） 基本方針として、当ファンドは［ロボ・ジャパン マザーファンド］を組み入れるほか、

株価指数先物取引を活用することで、実質的な株式組入比率を高位に維持します。期末

の実質株式組入比率は98.3％としました。 

（２） また、選択権付き為替予約取引を行なうことで米ドルへの投資効果を追求します。期末

の米ドルのエクスポージャー比率は99.2％としました。 

 

［ロボ・ジャパン マザーファンド］ 

・株式組入比率 

期を通じて高位を維持し、期末は98.5％としました。 

 

・期中の主な動き 

（１） 産業用・サービス用等のロボットの製造、あるいは部品やソフトウェア等の関連技術に

携わり今後の活躍が期待できる企業、また、ロボットおよび関連技術を活用することで

ビジネスの拡大・効率化が期待できる企業群の中から、企業の競争力および業績動向や

バリュエーション（投資価値評価）等を総合的に勘案して投資魅力度が高いと判断され

る銘柄に投資しました。 
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（２） 期中の売買では、日本電信電話、いすゞ自動車、IHI、フジクラ、日本製鋼所などを買い

付けしました。一方、BIPROGY、小松製作所、イビデン、川崎重工業、ソニーグループ

などを売却しました。 

 

（３） 期末において保有している主な業種は電気機器、輸送用機器、機械、情報・通信業、非

鉄金属など、主な銘柄は日立製作所、本田技研工業、ソニーグループ、KDDI、ミスミグ

ループ本社などです。 

 

 

◎今後の運用方針 

［ロボ・ジャパン マザーファンド］ 

・投資環境 

日本経済は、緩やかな成長が続くとみていますが足もとはマインドの悪化が目立ちます。８

月の製造業PMI（購買担当者景気指数）、サービス業PMIはいずれも前月比で低下しました。８

月の消費者物価指数（除く生鮮食品）は前年同月比＋2.8％となり上昇が続いています。９月以

降も食品などの値上げが発表されておりインフレ率はさらに高まる可能性があります。一方

で、日本政策投資銀行による2022年度設備投資計画調査では大企業は前年比＋26.8％の大幅増

加見通しとなりました。新型コロナウイルスの感染拡大やウクライナ問題などで先延ばしに

なっていた投資計画の実行も想定されており、日銀短観の見通しと同様に設備投資は堅調な増

加を見込んでいます。こうした中で日銀は持続的・安定的な物価安定目標達成のためには賃金

上昇が必要と指摘しています。インフレ率上昇が賃金増加へと波及していくかが注目されます

が、少なくとも来年４月までの黒田総裁の任期中は、金融政策の本質的な変更はないと考えて

います。当社では、日本の2022年の実質GDP（国内総生産）成長率は前年比＋1.5％と予想して

います。 
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・投資方針 

銘柄の選定にあたっては、わが国の株式の中から、産業用・サービス用等のロボットの製造、

あるいは部品やソフトウェア等の関連技術に携わり今後の活躍が期待できる企業、また、ロボッ

トおよび関連技術を活用することでビジネスの拡大・効率化が期待できる企業に注目します。 

当面は、ロボット、自動運転およびAI（人工知能）、IoT（モノのインターネット）等の優れ

た技術を有し、今後の活躍が期待できる企業、並びにこれらの企業の技術革新や産業構造の変

革に伴う生活スタイルの変化により恩恵を受けてビジネスやサービスの拡大・効率化が期待で

きるインフラ・サービス等に関わる企業に注目します。 

ポートフォリオの構築にあたっては、企業の競争力および業績動向やバリュエーション等を

総合的に勘案して組入銘柄および組入比率を決定します。 

 

［ロボ・ジャパン（円投資型）］ 

当ファンドは引き続き第14期の運用に入ります。 

今後の運用に関しましては、前述の投資環境見通しのもとで、ファンドの資金動向に充分配

慮しつつ、主要な投資対象であります［ロボ・ジャパン マザーファンド］の組み入れを高位

に維持し、基準価額の向上に努めます。 

 

［ロボ・ジャパン（米ドル投資型）］ 

当ファンドは引き続き第14期の運用に入ります。 

今後の運用に関しましては、前述の投資環境見通しのもとで、ファンドの資金動向に充分配

慮しつつ、主要な投資対象であります［ロボ・ジャパン マザーファンド］の組み入れを高位

に維持すると同時に、選択権付き為替予約取引等の外国為替に関するデリバティブ取引を行な

うことで基準価額の向上に努めます。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年３月24日～2022年９月26日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 131  0.817  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 63)  (0.394)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 63)  (0.394)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  5)  (0.028)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 7   0.043   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  7)  (0.043)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.002   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 138   0.862    

期中の平均基準価額は、16,038円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.59％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2022年３月24日～2022年９月26日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ロボ・ジャパン マザーファンド 132,226 272,500 336,573 690,800 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2022年３月24日～2022年９月26日) 

 

項 目 
当 期 

ロボ・ジャパン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 7,769,610千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 10,360,066千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.74   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年３月24日～2022年９月26日) 

 

＜ロボ・ジャパン（円投資型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ロボ・ジャパン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 3,903 832 21.3 3,865 523 13.5 

平均保有割合 75.1%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 3,462千円 
うち利害関係人への支払額（B） 681千円 

（B）／（A） 19.7％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2022年９月26日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ロボ・ジャパン マザーファンド 3,860,619 3,656,271 7,157,151 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2022年９月26日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ロボ・ジャパン マザーファンド 7,157,151 96.7 

コール・ローン等、その他 241,209 3.3 

投資信託財産総額 7,398,360 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

  

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年９月26日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 7,398,360,603   

 コール・ローン等 232,909,410   

 ロボ・ジャパン マザーファンド(評価額) 7,157,151,193   

 未収入金 8,300,000   

(B) 負債 226,503,969   

 未払収益分配金 150,488,373   

 未払解約金 11,292,471   

 未払信託報酬 64,589,216   

 未払利息 340   

 その他未払費用 133,569   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 7,171,856,634   

 元本 4,854,463,672   

 次期繰越損益金 2,317,392,962   

(D) 受益権総口数 4,854,463,672口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,774円 
 

（注）期首元本額は 4,981,315,206 円、期中追加設定元本額は

217,222,885円、期中一部解約元本額は344,074,419円、１口当た

り純資産額は1.4774円です。 
 

○損益の状況 (2022年３月24日～2022年９月26日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        5,061   

 支払利息 △        5,061   

(B) 有価証券売買損益 △  830,752,054   

 売買益 33,785,883   

 売買損 △  864,537,937   

(C) 信託報酬等 △   64,722,785   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  895,479,900   

(E) 前期繰越損益金 1,742,135,841   

(F) 追加信託差損益金 1,621,225,394   

 (配当等相当額) (  1,098,171,005)  

 (売買損益相当額) (    523,054,389)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 2,467,881,335   

(H) 収益分配金 △  150,488,373   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 2,317,392,962   

 追加信託差損益金 1,621,225,394   

 (配当等相当額) (  1,098,886,115)  

 (売買損益相当額) (    522,339,279)  

 分配準備積立金 2,673,087,823   

 繰越損益金 △1,976,920,255   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2022年３月24日～2022年９月26日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2022年３月24日～ 
2022年９月26日 

a. 配当等収益(経費控除後) 9,499,639円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 1,098,886,115円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 2,814,076,557円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 3,922,462,311円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 8,080円 

g. 分配金 150,488,373円 

h. 分配金(１万口当たり) 310円 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 310円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年３月24日～2022年９月26日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 161  0.823  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 77)  (0.394)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 77)  (0.394)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  7)  (0.034)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 9   0.045   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  8)  (0.041)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  1)  (0.004)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.002   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 170   0.870    

期中の平均基準価額は、19,511円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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ロボ・ジャパン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.61％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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ロボ・ジャパン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

○売買及び取引の状況 (2022年３月24日～2022年９月26日) 

 

種 類 別 
買 建 売 建 

新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額 

国 
内 

 百万円 百万円 百万円 百万円 
株式先物取引 974 1,049 － － 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

 

種 類 別 
コール・ 
プット別 

買 建 売 建 

新 規 

買 付 額 
決 済 額 

権 利 

行 使 

権 利 

放 棄 

新 規 

売 付 額 
決 済 額 

権 利 

被 行 使 

義 務 

消 滅 

国 

内 

  百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 

通貨オプション取引 コール 5,586 5,849 － － － － － － 

 プット － － － － 5,586 5,329 － － 
 
＊単位未満は切り捨て。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ロボ・ジャパン マザーファンド 192,606 399,900 68,400 139,000 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2022年３月24日～2022年９月26日) 

 

項 目 
当 期 

ロボ・ジャパン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 7,769,610千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 10,360,066千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.74   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

  

先物取引の種類別取引状況 

オプションの種類別取引状況 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 



品 名：90001_140670_140671_013_02_ロボ・ジャパン（円投資型）／（米ドル投資型）_933806.docx 

日 時：2022/10/21 18:15:00 

ページ：21 

 

－ 21 － 

ロボ・ジャパン（円投資型）/（米ドル投資型）

＜米ドル投資型＞ 

○利害関係人との取引状況等 (2022年３月24日～2022年９月26日) 

 

＜ロボ・ジャパン（米ドル投資型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ロボ・ジャパン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 3,903 832 21.3 3,865 523 13.5 

平均保有割合 24.9%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 1,274千円 
うち利害関係人への支払額（B） 231千円 

（B）／（A） 18.2％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2022年９月26日現在) 

 

銘      柄      別 
当 期 末 

買   建   額 売   建   額 

国 
内 

  百万円 百万円 

株式先物取引 ミニＴＯＰＩＸ 147 － 
 
＊単位未満は切り捨て。 

 

  

利害関係人との取引状況 

先物取引の銘柄別期末残高 
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＜米ドル投資型＞ 

 

銘      柄      別 
コール・ 
プット別 

当 期 末 

買 建 額 売 建 額 

国 

内 

   百万円 百万円 

通貨オプション取引 ドル コール 63 － 

  プット － 63 
 
＊単位未満は切り捨て。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ロボ・ジャパン マザーファンド 1,195,364 1,319,570 2,583,059 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2022年９月26日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ロボ・ジャパン マザーファンド 2,583,059 81.1 

コール・ローン等、その他 600,711 18.9 

投資信託財産総額 3,183,770 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

○特定資産の価格等の調査 

調査依頼を行なった取引は2022年３月５日から2022年９月９日までの間でオプション取引

（為替店頭オプション取引）512件でした。これらのオプション取引（為替店頭オプション取引）

について、投資信託及び投資法人に関する法律（昭和26年法律第198号）第11条第２項に基づ

いて比較可能な価格のほか、取引の相手方の名称、通貨の種類、プット又はコールの別、数量、

オプション料計上額その他の当該オプション取引（為替店頭オプション取引）の内容に関して、

EY新日本有限責任監査法人に調査を委託し、日本公認会計士協会が公表した専門業務実務指針

4460「投資信託及び投資法人における特定資産の価格等の調査に係る合意された手続業務に関

する実務指針」に基づく調査結果として合意された手続実施結果報告書を入手しています。 

なお、本調査は財務諸表監査の一部ではなく、また、価格の妥当性や内部管理体制について

保証を提供するものではありません。   

オプションの銘柄別期末残高 

親投資信託残高 
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＜米ドル投資型＞ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年９月26日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 3,183,770,652   

 コール・ローン等 263,191,399   

 ロボ・ジャパン マザーファンド(評価額) 2,583,059,653   

 コール・オプション(買) 63,013,260   

 未収入金 264,594,590   

 差入委託証拠金 9,911,750   

(B) 負債 446,186,433   

 プット・オプション(売) 63,013,260   

 未払金 273,537,498   

 未払収益分配金 80,737,198   

 未払解約金 5,288,815   

 未払信託報酬 23,560,926   

 未払利息 384   

 その他未払費用 48,352   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,737,584,219   

 元本 1,392,020,656   

 次期繰越損益金 1,345,563,563   

(D) 受益権総口数 1,392,020,656口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 19,666円 
 

（注）期首元本額は 1,510,885,694 円、期中追加設定元本額は

41,517,507円、期中一部解約元本額は160,382,545円、１口当た

り純資産額は1.9666円です。 
 

○損益の状況 (2022年３月24日～2022年９月26日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       22,709   

 受取利息 2   

 支払利息 △       22,711   

(B) 有価証券売買損益 △  279,788,564   

 売買益 12,498,597   

 売買損 △  292,287,161   

(C) 先物取引等取引損益 479,056,518   

 取引益 1,189,437,782   

 取引損 △  710,381,264   

(D) 信託報酬等 △   23,609,278   

(E) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 175,635,967   

(F) 前期繰越損益金 842,161,735   

(G) 追加信託差損益金 408,503,059   

 (配当等相当額) (    346,355,634)  

 (売買損益相当額) (     62,147,425)  

(H) 計(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 1,426,300,761   

(I) 収益分配金 △   80,737,198   

 次期繰越損益金(Ｈ＋Ｉ) 1,345,563,563   

 追加信託差損益金 408,503,059   

 (配当等相当額) (    346,596,181)  

 (売買損益相当額) (     61,906,878)  

 分配準備積立金 937,060,504   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益および(C)先物取引等取引

損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

＊損益の状況の中で(D)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(G)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2022年３月24日～2022年９月26日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2022年３月24日～ 
2022年９月26日 

a. 配当等収益(経費控除後) 20,102,624円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 80,956,782円 

c. 信託約款に定める収益調整金 408,503,059円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 916,738,296円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,426,300,761円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 10,246円 

g. 分配金 80,737,198円 

h. 分配金(１万口当たり) 580円 
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＜米ドル投資型＞ 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 580円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2022年９月26日現在) 

＜ロボ・ジャパン マザーファンド＞ 
 下記は、ロボ・ジャパン マザーファンド全体(4,975,842千口)の内容です。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

化学（－％）    

信越化学工業 1 － － 

ＪＳＲ 4 － － 

住友ベークライト 28 － － 

ガラス・土石製品（1.7％）    

東洋炭素 － 48 160,560 

非鉄金属（5.6％）    

住友金属鉱山 4 18 73,692 

古河電気工業 － 86 202,444 

フジクラ － 298 262,538 

機械（17.0％）    

日本製鋼所 － 55 161,095 

ツガミ － 40 46,400 

芝浦機械 － 38 103,664 

ＦＵＪＩ 27 27 51,246 

オーエスジー 103 73 131,181 

旭ダイヤモンド工業 － 65 45,890 

ＤＭＧ森精機 5 － － 

ＮＩＴＴＯＫＵ 25 25 63,250 

ＡＣＳＬ 7 － － 

ヤマシンフィルタ － 300 101,100 

ＳＭＣ 7.5 4.6 278,944 

小松製作所 185 49 130,487 

ダイフク 7 7 47,950 

ＣＫＤ 42 42 74,760 

ＮＴＮ － 560 145,600 

ＩＨＩ － 75 253,875 

電気機器（34.1％）    

イビデン 103 26 111,020 

ミネベアミツミ 179 130 298,870 

日立製作所 110 110 693,330 

安川電機 13 13 56,095 

ＩＤＥＣ 60 － － 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

ジーエス・ユアサ コーポレーション 112 112 260,288 

富士通 1.5 － － 

ソニーグループ 79 60 580,920 

スミダコーポレーション 120 125 128,625 

アドバンテスト 9 － － 

キーエンス 3 4.9 241,864 

シスメックス 2 － － 

レーザーテック 8 － － 

ファナック 1 1 21,200 

ローム 34.7 40 398,400 

新光電気工業 115 132 434,940 

村田製作所 8 6.5 45,506 

輸送用機器（17.2％）    

豊田自動織機 19 24 168,960 

川崎重工業 102 － － 

日産自動車 400 290 142,245 

いすゞ自動車 20 248 420,608 

ＮＯＫ － 123 146,493 

本田技研工業 186 186 614,172 

ＳＵＢＡＲＵ － 66 157,905 

精密機器（0.1％）    

ＨＯＹＡ 1 － － 

ＣＹＢＥＲＤＹＮＥ 20 20 6,000 

その他製品（1.1％）    

オカムラ － 76 102,220 

情報・通信業（14.9％）    

ＧＭＯペイメントゲートウェイ 2 － － 

オープンドア 5 － － 

ＰＫＳＨＡ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ 51 27 49,842 

ＪＭＤＣ 1 1 5,050 

フューチャー 116 116 180,380 

ＢＩＰＲＯＧＹ 154 － － 

日本電信電話 － 98 381,024 
 

国内株式 
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銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

ＫＤＤＩ 115 115 495,075 

ソフトバンクグループ 71 62.5 316,625 

卸売業（5.1％）    

ＰＡＬＴＡＣ 11.5 11.5 49,105 

ミスミグループ本社 137 139 440,630 

小売業（1.2％）    

ＭｏｎｏｔａＲＯ 3 － － 

ニトリホールディングス 18 9 112,950 

不動産業（1.7％）    

ＳＲＥホールディングス 33 23 65,274 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

三井不動産 － 36 100,728 

サービス業（0.3％）    

エムスリー 6 6 24,318 

リクルートホールディングス 20 2 8,156 

合 計 
株 数 ・ 金 額 2,895 4,250 9,593,494 

銘柄数＜比率＞ 52 51 ＜98.5％＞ 
 
＊各銘柄の業種分類は、期首、期末の各時点での分類に基づいてい

ます。 

＊銘柄欄の（ ）内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。

＊評価額欄の< >内は、このファンドが組み入れているマザーファ

ンドの純資産総額に対する評価額の比率。 

＊評価額の単位未満は切り捨て。 
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